
【構想の概要】

本校の構想の目的は、「多面的に " いのち " を考え、判断し、課題の解決に向けて主体的にアクションを起こ
すことができるグローバルリーダーの育成」である。その目的を達成するため「課題研究・フィールドワークの
充実」「全教科におけるアクティブ・ラーニングの導入」「新たな評価法の構築」の３点を研究の柱とした。課題
研究では、３つの研究領域「医療・保健」「防災・減災」「格差・貧困」のいずれかからグループごとに研究テー
マを設定させている。また、「教科」「課題研究」の指導ツールとして「平野メソッド」を開発、指導の共通性と
課題研究の持続可能性を担保している。

多面的に “いのち ”を考える
グローバルリーダーの育成
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カリキュラムの特徴

１．「教科」「課題研究」「研修旅行等」の有機的関連
　～各教育課程をとおして育成する「₄つの力」～

本校では、「教科」「課題研究」「海外研修旅行等」
をとおして「4 つの力（課題解決力、コミュニケー
ション力、多文化理解力、セルフマネジメント力）」
の育成を目指している。「海外研修旅行等」は、「教
科」や「課題研究」の学習の流れに組み込まれてお
り、現地では、研究課題の本質の追究や、考案した
アクションプランの実施・発表などを行っている。
２．学校設定教科と課題研究の関連

本校では、学校設定科目「生命の倫理」及び「公
共と経済」を設定している。
「生命の倫理」は、ディベートを取り入れながら

生殖医療・終末医療に関連するテーマ学習を実施し、
論理的思考力やコミュニケーション力の育成に重点
をおいている。
「公共と経済」は、社会の仕組みを幅広く学び、

課題研究のアクションプランの創出に寄与している。
特に、社会課題の解決に向けた考察では、自助・共
助・公助という 3 つのフェーズを学び、個人・地
域・行政の関わりについて理解を深めている。
₃．教科や課題研究を支えるベースづくり
　（チームビルディング）

本校では、1 年入学後の約 1 ヶ月を学習全体の
ベースづくりの期間と位置づけている。他者との関
係性の構築につい
て「 多 様 性 」 と

「コンセンサス」
をキーワードに、

「平野メソッド」
を利用したチーム
ビルディングを学
ぶ。他者との違い

（多様性）を認識
しながら、目的的
集団としてのコン
セ ン サ ス の 必 要
性・重要性につい
て時間をかけて学
習している。その
結果、合意形成の

プロセスでは、多数決による短絡的な合意が極端に
少なくなり、多様性と合意形成についての認識が高
まっている。これらは、「教科」における主体的・
対話的で深い学びや、チームで取り組む「課題研
究」の推進基盤となっている。
₄．ジグソー法を効果的に配置した学習

下図は、本校の「課題研究」の学習プロセスと、
多重構造のジグソー法による学習方法を示している。
PPDAC＊1 による研究プロセスを導入し、その中に
ジグソー法を組み込み、理解の定着と深化をめざす。

「課題研究」においては、「研究領域内」と「研究領
域間」でそれぞれジグソー法によるディスカッショ
ンを行っている。「研究領域内」では各チームの
テーマを超えてその研究領域の課題について討論を
行い、「研究領域間」では、それぞれの研究領域を
超えて “ いのち ” に関する課題について討論してい
る。このように、課題を多面的に考察する力も高め
ている。
＊ 1　PPDAC とは課題解決における各段階を Problem

（ 課 題 設 定 ）、Plan（ 計 画 ）、Data（ デ ー タ 収 集 ）、
Analysis（分析）、Conclusion（取りあえずの結論）に分
けた考え方である。

平野メソッド

「平野メソッド」とは、本校の「課題研究」の指
導実践をもとに開発した指導法・評価法ツールの総
称である（次ページ表 1 参照）。
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例えば、「ミニマムリスト」は、研究を行ってい
くうえで必要なプロセス 14 項目をまとめたツール
である。これらの内容について調査や考察等を行う
ことで、生徒が主体的に研究を進めていくことがで
きるようになっている。これを活用することで、各
教員が課題研究の指導のポイントを共有し、生徒の
研究の質的担保が可能となった。本校は、学年団 3
～ 4 名が約 30 グループの研究を指導しているため、
一人あたりの担当グループ数が多い。このツールの
導入により、生徒の主体的な活動が進み、少ない指
導者での指導も可能となった。
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また、「ポスターコード 36」は、「ミニマムリス
ト」でまとめた研究内容をポスターにするときに使
用するツールである。これは、ポスター作成に必要
な 36 の項目を色分けして記しており、「黒色」→

「青色」→「緑色」→「オレンジ色」→「赤色」と
いうようにポスター作成に必要な事項を段階的・時
系列的に生徒に提示している。はじめは「黒色」で
記された項目を、次には少し難しい課題（「青色」）
が示される。ポスター作成に必要な 36 項目を一気
に提示するのではなく、「黒」→「青」→「緑」→

「オレンジ」→「赤」の順で課題を示すことで、取
り組む内容を明確にさせていく。このツールによっ
て、生徒がポスターの作成過程を理解し、主体的に
取り組むようになった。また、教員も指導のポイン
トを明確にしながら授業に臨むようになった。
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教科の学習と SGH でめざす学力の関係

本校では、全教員がグローバルリーダーとして必
要な「4 つの力」を意識しながら「教科」の授業を
行っている。これまで各教科から約 30 の実践報告
があるが、表 2 はその中からピックアップした授業
例と「4 つの力（A 課題解決力　B コミュニケー
ション力　C 多文化理解力　D セルフマネジメン
ト力）」の関係を示したものである。例えば、物理
基礎での反転授業の実践では、生徒がより能動的に
授業に参加するようになり、問題を解く際に互いに
教えあう場面が増えた。また、体育では、KJ 法や
ロジックツリーを活用してゲーム分析を行い、生徒
自身がチーム課題を発見し、具体的な練習計画を立
てるようになった。
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SGH に係る評価指標の開発

本校では大阪教育大学アセスメントグループと連
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携し、SGH の各カリキュラムや生徒の変容につい
て調査・改善を行っている。
１．生徒の資質能力変容調査

本校では、生徒の「4 つの力」の変容を客観的に
評価するために、生徒の認知面（自己をどのように
認知・評価しているか）と行動面（課題に対してど
のような対応・行動を行うか）の 2 面から継続的に
評価を行っている。

生徒の認知面の評価に関しては、「SGH 生徒ア
ンケート」を実施（年 1 回）することで、1 年間の
認知面の変容を捉えている。SGH1 期生の分析結
果では、1 年次から 3 年次にかけて、本校の 3 つの
研究領域の課題に対する「興味・関心」の伸び、

「問題を議論・把握できる」といった自信が高まっ
た。また、自分が研究していないグローバル課題に
対しても、「興味・関心」や「問題を議論・把握で
きる」の項目が伸びた。このように、自らの研究内
容だけでなく、他の研究内容に関する理解も深まっ
ている。

行動面の変容に関しては、PROG 調査（知識を
活用して問題解決をする力を測る調査）を毎年 4 月
に 実 施 し て お り、 そ の 変 容 を 分 析 し て い る。
PROG 調査の評価項目は多岐に渡るが、本校が育
成を目指す「4 つの力」の中の「課題解決力」「セ
ルフマネジメント力」については、下図の「対課題
基礎力」の 3 つの項目と「対自己基礎力」の 3 つの
項目において変容が見て取れる。
２．グローバルリーダーの新たな評価指標（GPAT）
の開発

PROG 調査における行動特性の観点は、本校の

「4 つの力」と関連するものの、すべて一致してい
るわけではない。そのため、「4 つの力」に焦点を
絞った本校オリジナルの評価指標（GPAT）を試
作し、実施・分析した。

評価問題は「4 つの力」のそれぞれの評価項目に
対する 25 問の多肢選択型問題とした。問題例や点
数のつけ方に関しては割愛するが、昨年度、本校の
2 年生と近隣の大学 1 回生に同じ問題を解いても
らった。SGH の指導を 1 年半学習した本校生の方
が、「4 つの力」すべての項目において高得点だった。
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 SGH 教員交流・研修会による成果の普及

本校は、毎年、研究成果を普及するため「平野メ
ソッド」や課題研究の進め方を紹介する「SGH 教
員交流・研修会」を実施している。昨年度は全国か
ら 64 名の学校関係者が参加した。参加者へのアン
ケートでは「研修会での情報は今後役立つ」という
項目では、「そう思う 79％」「どちらかといえばそ
う思う 21％」であった。また、100% の方が「今後
もこのような研修会に参加したい」と回答した。
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㸯㸬⏕ᚐࡢ㈨㉁⬟ຊኚᐜㄪᰝ 

 ᮏᰯ࡛ࠊࡣ⏕ᚐࠕࡢ㸲ࡢࡘຊ ホᐈほⓗࢆኚᐜࡢࠖ

౯ࠊࡵࡓࡿࡍ⏕ᚐࡢㄆ▱㠃㸦⮬ᕫ࠺ࡼࡢࢆㄆ

▱ ホ࣭౯ࡿ࠸࡚ࡋ㸧⾜ື㠃㸦ㄢ㢟ᑐࡼࡢ࡚ࡋ

ᑐᛂ࣭࡞࠺ ࢆホ౯ⓗ⥆⥅ࡽ㸰㠃ࡢ㸧࠺⾜ࢆື⾜

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ⾜

 ⏕ᚐࡢㄆ▱㠃ࡢホ౯㛵ࠕࠊࡣ࡚ࡋSGH ⏕ᚐࢣࣥ

ࢺ࣮ ㄆ▱㠃ࡢ㸯ᖺ㛫ࠊ࡛ࡇࡿࡍᐇ㸦ᖺ1ᅇ㸧ࠖࢆ

㸯ࠊࡣศᯒ⤖ᯝ࡛ࡢ⏕SGH㸯ᮇࠋࡿ࠸࡚࠼ᤊࢆኚᐜࡢ

ᖺḟࡽ㸱ᖺḟࠊ࡚ࡅᮏᰯࡢ㸱ࡢࡘ◊✲㡿ᇦࡢ

ㄢ㢟ᑐࠕࡿࡍ⯆࣭㛵ᚰࠖࡢఙࠕࠊࡧၥ㢟ࢆ㆟ㄽ࣭

ᢕᥱ࡛ࡿࡁ ࡀศ⮬ࠊࡓࡲࠋࡓࡗࡲ㧗ࡀಙ⮬ࡓࡗ࠸ࠖ

࣭⯆ࠕࠊࡶ࡚ࡋᑐㄢ㢟ࣝࣂ࣮ࣟࢢ࠸࡞࠸࡚ࡋ✲◊

㛵ᚰ ㆟ㄽ࣭ࢆၥ㢟ࠕࠖࡸ ᢕᥱ࡛ࡿࡁ ࠋࡓࡧఙࡀ┠㡯ࡢࠖ

ෆ✲◊ࡢࠊࡃ࡞࡛ࡅࡔෆᐜ✲◊ࡢࡽ⮬ࠊ࠺ࡼࡢࡇ

ᐜ㛵ࡿࡍ⌮ゎࠋࡿ࠸࡚ࡗࡲ῝ࡶ 

 ⾜ື㠃ࡢኚᐜ㛵ࠊࡣ࡚ࡋPROG ㄪᰝ㸦▱㆑ࢆά⏝

ẖᖺࢆㄪᰝ㸧ࡿ ࢆຊࡿࡍࢆၥ㢟ゎỴ࡚ࡋ 4 ᭶ᐇ

ࡢࡑࠊࡾ࠾࡚ࡋኚᐜࢆศᯒࠋࡿ࠸࡚ࡋPROG ㄪᰝࡢ

ホ౯㡯┠ࡣከᒱΏࠊࡀࡿᮏᰯࡀ⫱ᡂࢆ┠ᣦࠕࡍ㸲ࡘ

ຊࡢ ຊࠖࢺ࣓ࣥࢪࢿ࣐ࣇࣝࢭࠕㄢ㢟ゎỴຊࠖࠕࡢ୰ࡢࠖ

ᑐㄢ㢟ᇶ♏ຊࠕࡢୗᅗࠊࡣ࡚࠸ࡘ ┠㡯ࡢࡘ㸱ࡢࠖ

ぢ࡚ࡀኚᐜ࡚࠸࠾┠㡯ࡢࡘ㸱ࡢᑐ⮬ᕫᇶ♏ຊࠖࠕ

 ࠋࡿࢀྲྀ

㸰㸬ࡢ࣮ࢲ࣮ࣜࣝࣂ࣮ࣟࢢࠕ᪂࡞ࡓホ౯ᣦᶆ㸦GPAT㸧

 㛤Ⓨࡢ

 PROG ㄪᰝࡿࡅ࠾⾜ື≉ᛶࡢほⅬࠊࡣᮏᰯࠕࡢ㸲

ຊࡢࡘ ࡅࢃࡿ࠸࡚ࡋ⮴୍࡚ࡍࠊࡢࡢࡶࡿࡍ㛵㐃ࠖ

ᮏࡓࡗ⤠ࢆⅬ↔ຊࠖࡢࡘ㸲ࠕࠊࡵࡓࡢࡑࠋ࠸࡞ࡣ࡛

ᐇ࣭ศࠊࡋヨసࢆホ౯ᣦᶆ㸦GPAT㸧ࡢࣝࢼࢪࣜ࢜ᰯ

ᯒࠋࡓࡋ 

 ホ౯ၥ㢟ࠕࡣ㸲ࡢࡘຊ ᑐ┠ホ౯㡯ࡢࢀࡒࢀࡑࡢࠖ

ࡢⅬᩘࡸၥ㢟ࠋࡓࡋከ⫥㑅ᢥᆺၥ㢟ࡢ25ၥࡿࡍ

⏕2ᖺࡢᮏᰯࠊᖺᗘࠊࡀࡿࡍឡࡣ࡚ࡋ㛵᪉ࡅࡘ

ࠋࡓࡗࡽࡶ࡚࠸ゎࢆၥ㢟ࡌྠ⏕Ꮫ㸯ᅇࡢ㏆㞄

SGH ࡢࡘ㸲ࠕࠊࡀ᪉ࡢ⏕ᮏᰯࡓࡋ⩦㸯ᖺ༙Ꮫࢆᣦᑟࡢ

ຊࠖࡢ࡚ࡍ㡯┠࡚࠸࠾㧗ᚓⅬࠋࡓࡗࡔ

 

 ᬑཬࡢᡂᯝࡿࡼSGHᩍဨὶ࣭◊ಟ ٹ

 ᮏᰯࠊࡣẖᖺࠊ◊✲ᡂᯝࢆᬑཬࠕࡵࡓࡿࡍᖹ㔝࣓ࢯ

ࢻࢵ SGHᩍဨὶ࣭ࠕࡿࡍ⤂ࢆ᪉ࡵ㐍ࡢ✲◊ㄢ㢟ࠖࡸ

◊ಟࠖࢆᐇࠋࡿ࠸࡚ࡋᖺᗘࡣᅜࡢ64ྡࡽ

Ꮫᰯ㛵ಀ⪅ࡀཧຍࠋࡓࡋ

ཧຍ⪅࡛ࢺ࣮ࢣࣥࡢ

ࡣሗࡢಟ࡛◊ࠕࡣ

ᚋᙺ❧࠺࠸ࠖࡘ㡯┠࡛

79㸣࠺ᛮ࠺ࡑࠕࠊࡣ ࠕࠖ

࠺ᛮ࠺ࡑࡤ࠼࠸ࡽࡕ

21㸣࡛ࠖࠊࡓࡲࠋࡓࡗ࠶

ࡢࡇࡶᚋࠕࡀ᪉ࡢ100%

ࡓࡋཧຍಟ◊࡞࠺ࡼ

 ࠋࡓࡋ⟆ᅇࠖ࠸

㻙㻜㻚㻡

㻜㻚㻜

㻗㻜㻚㻡

㻗㻝㻚㻜

㻗㻝㻚㻡

㻞㻚㻜

㻞㻚㻡

㻟㻚㻜

㻟㻚㻡

㻠㻚㻜

対
人
基
礎
力

対
自
己
基
礎
力

対
課
題
基
礎
力

親
和
力

協
働
力

統
率
力

感
情
制
御
力

自
信
創
出
力

行
動
持
続
力

課
題
発
見
力

計
画
立
案
力

実
践
力

伸
長
度

判
定
レ
ベ
ル
（
７
段
階
）

伸長度 㻿㻳㻴１期生２年４月 㻿㻳㻴１期生３年４月

対人基礎力 対課題基礎力対自己基礎力
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